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今
年
で
姉
妹
都
市
盟
約
締
結　

年
目
を

１７

迎
え
た
ア
メ
リ
カ
・
オ
ー
ク
リ
ッ
ジ
市
か

ら
、
中
学
生　

人
と
引
率
の
先
生
２
人
が

１０

７
月
９
日
に
来
日
し
、　

日
ま
で
の
８
日

１６

間
、
那
珂
市
に
滞
在
し
ま
し
た
。

　

オ
ー
ク
リ
ッ
ジ
の
中
学
生
は
、
市
内
の

施
設
見
学
や
日
本
文
化
体
験
な
ど
に
参
加

し
て
日
本
の
文
化
や
慣
習
を
学
び
、
滞
在

中
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
体
験
。
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
に
温
か
く
迎
え
ら
れ
た
オ
ー

ク
リ
ッ
ジ
の
生
徒
は
、
生
活
を
共
に
し
た

ホ
ス
ト
生
徒
と
一
緒
に
中
学
校
へ
通
い
、

授
業
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
合
っ
て
互
い

に
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

８
月　

日
か
ら　

日
に
か
け
て
、
今
度

２１

３０

は
那
珂
市
の
中
学
生　

人
が
オ
ー
ク
リ
ッ

１０

ジ
に
訪
問
し
、
ア
メ
リ
カ
文
化
に
触
れ
な

が
ら
中
学
校
の
授
業
・
学
校
活
動
を
体
験

し
ま
す
。
中
学
生
交
換
交
流
を
通
じ
て
両

市
の 
絆 
が
ま
す
ま
す
深
ま
り
ま
す
。

き
ず
な
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○ Austin Tatum ／ 南波　和希
○ Rachel Oliver ／ 沼田　恵実
○ Matthew Reat ／ 石井　秀明
○ Emily Ducko ／ 根本　祥帆
○ Parks Fillauer ／ 福地　弘樹
◇ Myriah Cain ／ 大部　　泉

○ Taylor Kress ／ 稲田　　賢
○ Hannah Bailey ／ 井手上晴菜
○ Emily McLean ／ 今橋明香里
○ Addie Williams ／ 寺門　知香
○ Zach Pickett ／ 山下　大祐
◇ Rachel Haun ／ 大森　哲夫

※○は生徒・◇は引率者、日本名はホスト生徒 敬称略
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安全対策

�
月
�
日
は 

�
防
災
の
日
�
で
す 

安全対策は 
万全ですか� 

４

　

１
９
２
３
年
９
月
１
日
に
起
き
た
関
東
大
震
災
。
そ

の
大
災
害
を
忘
れ
な
い
と
い
う
よ
う
に
、
そ
し
て
台
風

や
大
雨
が
多
発
す
る
時
期
を
迎
え
る
こ
の
時
期
の
心
構

え
の
意
味
も
含
め
て
、
１
９
６
０
年
に
防
災
の
日
が
制

定
さ
れ
ま
し
た
。
防
災
の
日
を
機
に
、
ご
家
族
で
「
地

震
の
と
き
身
の
回
り
に
ど
ん
な
危
険
が
潜
ん
で
い
る

か
？
」「
避
難
所
は
ど
こ
？
」
な
ど
、
い
ざ
と
い
う
と
き

に
備
え
て
再
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

����
○頭を保護し丈夫な机の下などに
隠れる

○あわてて外に飛び出さない
○家具等が倒れないように保護し
ておく

○高いところに物を置かない
○防災グッズの準備（水、非常食、
懐中電灯、靴下、軍手、ラジオ
など）

　

災
害
（
地
震
・
台
風
・
洪
水
）
に
対
し

て
日
ご
ろ
か
ら
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

大
規
模
災
害
の
発
生
直
後
は
、
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
の
損
壊
な
ど
に
よ
り
、
救
援
物
資
が

届
か
な
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
災
害

発
生
か
ら
３
日
間
（
お
よ
そ　

時
間
）
を

７２

過
ご
す
こ
と
の
で
き
る
備
蓄
品
が
必
要
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

【
非
常
持
ち
出
し
品
】

飲
料
水
／
非
常
食
（
ビ
ス
ケ
ッ
ト
、
缶
詰
、

あ
め
等
）／
懐
中
電
灯
／
ラ
ジ
オ
／
現
金
・

貴
重
品
／
軍
手
・
タ
オ
ル
・
靴
下
・
着
替

え
／
救
急
医
薬
品
／
マ
ッ
チ
／
テ
ィ
ッ

シ
ュ
等

【
災
害
用
備
蓄
品
】

被
災
後
の
生
活
に
必
要
な
も
の

食
料
（
缶
詰
・
レ
ト
ル
ト
食
品
・
カ
ッ
プ

め
ん
）／
水
１
人
１
日
３
リ
ッ
ト
ル
／
カ

セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
／
固
形
燃
料
／
消
火
器
／

の
こ
ぎ
り
な
ど
消
火
救
助
用
品
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地
震
が
起
き
た
と
き
、
あ
な
た
は
ど
の

よ
う
な
対
策
を
と
り
ま
す
か
。

　
「
家
庭
」「
屋
外
」「
山
・
が
け
付
近
」

別
に
、
ど
の
よ
う
に
行
動
し
た
ら
良
い
か

は
次
の
と
お
り
で
す
。
と
っ
さ
の
判
断
が

あ
な
た
の
身
を
守
り
ま
す
。
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�
�
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○ブロック塀の倒壊等に注意する
○大きな看板やガラスの落下に注
意する

○ビルなどの高い建物のそばから
離れる

■場所別　地震が起きたときの心得

��������
○落石やがけ崩れに注意する
○地盤の良い場所に避難する

問い合わせ／

生活安全課原子力行政・防災係

�２９８－１１１１　内線４４５

※参考イラスト：気象庁より



広報なか８月号５

急地震速報」は、震源に近い観測点
で地震を検知し、直ちに震源や地震

の規模（マグニチュード）などを推定し、大
きな揺れが迫っていることをお知らせするこ
とを目的とする情報です。この情報を聞い
て、大きな揺れが始まる前に自主的に防災行
動をとることにより、被害の軽減が期待され
ます。
　しかし、緊急地震速報には、情報の提供か
ら大きな揺れが始まるまでは長い場合でも数
十秒程度であり、震源に近いところでは、情
報の提供が主要動の到達に間に合わない場合
があるなど技術的な限界があります。
　気象庁では、平成１９年１０月１日からテレ
ビ・ラジオなどによる放送も含め、広く国民
のかたへ情報を提供します。緊急地震速報を
有効に活用してください。
　身の安全を守っていただくためには、情報
を受けたときにどのように行動すれば良いか
ということを理解していただくことが重要と
なります。さらに詳しい内容などについて
は、気象庁ホームページをご覧ください。

■緊急地震速報に関する問い合わせ

　水戸地方気象台防災業務課
　�２２４－１１０６
　気象庁ホームページ
　http://www.seisvol.kishou.go.jp/eq/EEW/
　kaisetsu/index.html

「緊
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【
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
役
立
っ
た
も
の
】

ホ
イ
ッ
ス
ル
／
予
備
の
眼
鏡
・
補
聴
器
／

ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
／
ビ
ニ
ー
ル
ラ
ッ
プ
／

ガ
ム
テ
ー
プ
／
地
図
／
新
聞
紙
／
携
帯
ト

イ
レ
／
筆
記
用
具
／
裁
縫
セ
ッ
ト
／
使
い

捨
て
カ
イ
ロ

　　

お
住
い
の
地
域
の
避
難
所
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。
災
害
時
は
、
上
記
避
難
所
の
う

ち
、
最
寄
り
の
避
難
所
へ
避
難
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
災
害
に
よ
っ

て
は
該
当
す
る
避
難
所
が
使
用
で
き
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
場
合

は
、
防
災
行
政
無
線
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、

広
報
車
な
ど
の
情
報
を
も
と
に
災
害
対
策

本
部
の
指
示
に
従
っ
て
避
難
し
て
く
だ
さ

い
。

�
�
�
�
�
�
�
�

地区名電話番号所　在　地名　　　　称

本 米 崎
２９８－１０４４本米崎２７０６－１本 米 崎 小 学 校１
２９５－０４７０本米崎１５１３本 米 崎 公 民 館２

向 山
横 堀
堤
杉

２９８－０２５５横堀１５０２－１横 堀 小 学 校３
２９５－０４６２横堀１７２２－１横 堀 公 民 館４
２７０－８００７横堀１５２６－１ふれあいセンターよこぼり５
２０２－０８０８向山１２８２－１笠 松 運 動 公 園６

額 田
２９８－１０４５額田南郷２３８６－４第 二 中 学 校７
２９８－６８３８額田北郷３１１額 田 小 学 校８
２９５－０４７７額田北郷６１２額 田 公 民 館９

菅 谷
福 田

２９８－０００４菅谷２３７８ー１菅 谷 小 学 校１０
２９５－２１５１菅谷４５４２－１菅 谷 西 小 学 校１１
２９５－４００７菅谷８９１－２菅 谷 東 小 学 校１２
２９８－００４０後台２５４７第 一 中 学 校１３
２９８－８７６７菅谷２４７６第 四 中 学 校１４
２７０－８０７１菅谷３１９８総合保健福祉センターひだまり１５
２９８－５６８０福田１８１９中 央 公 民 館１６

後 台
中 台
東 木 倉
西 木 倉
豊 喰
津 田
上 河 内

２９８－００４０後台２５４７第 一 中 学 校１３
２９８－１１０９東木倉９６０－１五 台 小 学 校１７
２９８－６２６６東木倉９８３水 戸 農 業 高 等 学 校１８
２９５－２７１０後台１７１０－１那 珂 高 等 学 校１９
２９８－０５９６東木倉９６０－２茨 城 女 子 短 期 大 学２０
２９８－１５５５後台１４８５－１茨 城 学 園２１

戸
田 崎
大 内
下 江 戸
上 国 井

２９７－００５５戸２２９７戸 多 小 学 校２２
２９８－０２５７戸４６９２茨城県林業技術センター２３
２９５－２１５０戸４５８９茨 城 県 植 物 園２４
２９７－００７７戸崎４２８－２那 珂 総 合 公 園２５
２９７－０９４１戸３６２８－１宿 農 村 集 落 セ ン タ ー２６

飯 田
鴻 巣
戸 崎

２９７－００７７戸崎４２８－２那 珂 総 合 公 園２５
２９８－１１２８飯田３６４５第 三 中 学 校２７
２９８－０１２７飯田３９９２芳 野 小 学 校２８
２９５－２６７３飯田３０７ー１ふれあいセンターよしの２９

鹿 島
門 部
北 酒 出
南 酒 出

２９８－１１２８飯田３６４５第 三 中 学 校２７

２９８－５４２１門部２７６５木 崎 小 学 校３０

－門部２７１５－２門部第５区農村集落センター３１

静
下 大 賀
瓜 連 上
古 徳
平 野

２９６－２７１８静５６４－１静 公 民 館３２
－下大賀１５２６－１下 大 賀 公 民 館３３

２９６－００２１瓜連１２９６瓜 連 小 学 校３４
２９６－１６５１古徳３７１総 合 セ ン タ ー ら ぽ ー る３５
２９６－３５２２古徳１９１－４古 徳 公 民 館３６
２９６－３０８２平野１８００－３３３平野コミュニティセンター３７

瓜 連 中
瓜 連 下
中 里
瓜連鹿島

２９６－０４４８古徳３１０瓜 連 体 育 館３８

２９６－００４９瓜連１０１５瓜 連 中 学 校３９

２９６－３３４７中里５８３－５中 里 公 民 館４０

�����

提供開始は
平成１９年１０月１日からです
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市政だより 市政だより 
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　平成１８年度から進められていた五台小学校校舎の大規模改造工事が６月末に終了しました。
　新しくなった校舎を市民のかたがたに見ていただくため、夏休み前の７月１６日に内覧会を開催したところ、現在
プレハブ校舎で学んでいる子どもたちも多数訪れ、９月から始まる新しい校舎での生活に、皆今から待ちきれない
様子でした。

��������

��������	
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１教室　オープンスペース／２図
工室／３理科室／４コンピュー
ター室／５図書室　蔵書約８，５００
冊収納可能／６ランチルーム　収
容人数約１００人／７調理室／８音
楽室／９多目的室　収容人数約
１００人

１１ ２２ ３３

４４ ５５ ６６

７７ ８８ ９９
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市政だより 
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　一般的にからすは 嗅 
きゅう

 覚 ではなく、視覚で食べ物を探
かく

すといわれています。からすはごみの中からえさとな
る食物を見分けているようです。
　からすによるごみの散乱の被害を防ぐには次のよう
な方法が有効です。
■被害を防ぐために

○からすのえさとなる生ごみを減らす

　料理を作り過ぎない、食材は無駄にせず、食べ残し

を少なくするなど
○生ごみは水分を十分に切り、新聞紙などで包んで指

定袋に入れる

　→からすから見えなくします（視覚的効果）

　一人ひとりのちょっとした手間
と工夫で、からすによるごみの散
乱の被害を防ぎましょう。

��������	
�����������
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　AED（自動体外式除細動器）は、突然死とされる心室
細動（心臓がけいれんを起こしポンプの役割が果せなく
なること）を起こした人に、一時的に電気ショックを与
えて心臓の働きを正常に戻す機器です。
　そのAEDを、那珂聖苑と市内中学校５校（那珂一中・
二中・三中・四中・瓜連中）に新たに設置しました。
　一般的に救急車が現場へ到着するまでには平均約６分
程度かかりますが、心停止した人への処置が遅れると、
１分間ごとに 蘇  生 率が７％から１０％低下するといわれて

そ せい

います。現場に居合わせた人が１分１秒でも早く対応す
ることが命を救うカギとなります。AEDの使用手順に
つきましては、８ページをご覧ください。

　額田地区火災報知器普及委員会活動報告会が７月１日、
額田中央公民館で開催されました。那珂市消防職員２人に
よる体験発表があった後、普及委員会から委員会の活動報
告と今年３月に実施した火災訓練実施報告、火災報知器を
早期に設置していただくことが重要と説明がありました。
また、火災報知器と外部ブザーの実演もあり、実際に音を
出して、音の大きさなどを感じたり、電池の交換時期の説
明を分かりやすく教えていただきました。

　額田中央公民館で７月１日、救命講習会が実施されまし
た。参加したかたがたは真剣な面持ちで市消防職員から
直接、人工呼吸や心臓マッサージの仕方をはじめ、AEDの
使用方法や止血法などを教わりました。
■救命講習会を開催しています

　市消防本部では救命講習会を開催しています。受講を
希望されるかたは、次までご連絡ください。
問い合わせ　消防本部警防課　�２９５－２１１１　内線５４
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○市役所（本庁）（１階市民課窓口）
○市総合保健福祉センター
　「ひだまり」（１階窓口）
○那珂総合公園（１階窓口）
○市立図書館
　（１階エレベーター前）
○那珂聖苑（斎場フロアー）
○市内中学校５校（職員室内）



８

市政だより 市政だより 
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　「口頭指導」とは、救命率の向上と傷病者の悪化軽減のため、救急要請
の際に消防機関が救急現場付近に居合わせたかたに電話等により応急手当
の協力を要請し口頭で手当の指導を行うことです。現在、消防署では通報
者へ通信員が電話による口頭指導および助言を行っています。通信員の
１１９番受付員が下記の３～１３まで救命率向上のため指導しますのでご協力
をお願いします。なお、１・２につきましては、大変でも傷病者を発見し
たら実施してください。
　那珂市ホームページに、火災情報・１１９番通報要領を掲載してあります
ので、どうぞご覧ください。
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傷病者の耳元で「もしもし」と大
声で呼びかけながら、肩を軽くた
たき反応の有無を見る

�������
１１９番通報を依頼する
AEDも依頼する

�������
片手を額に当て、もう一方の人差
し指と中指の２本をあご先に当て
て、頭をのけ
ぞらせあご先
を上げる

�������
自分の顔を傷病者の胸に向け、ほ
おを傷病者の口・鼻に近づける

������
正常な呼吸がなければ、人工呼吸
により息を吹き込む。額に当てた
手の親指と人差し指で鼻をつまむ
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��
全身に血液を送るため

どこを？
胸の真ん中（乳頭と乳頭の真ん中）
に左手の付け根を置く、右手を上
から組む（胸が４～５cm沈むくら
い）

��������	

胸骨圧迫を３０回実施後、人口呼吸
を２回実施。救急隊が到着するま
で続ける

��������	
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以降は音声メッセージとランプ
の指示どおり操作します

��������	
�
図のとおりに

���������
「体に触れないでください」と音
声メッセージが流れるのでだれ
も傷病者に触れていないことを
確認する

��������	
①「ショックが必要です」と音声
が流れる
②自動的に充電が始まる
③「ショックボタンを押してく
ださい」と音声が流れる
④ショックボタン点灯
⑤みんなが離れているのを確認
してショックボタンを押す

��������	
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※イラスト１～７：全国消防長協会ホー
ムページより／イラスト８～１２：総務
省消防庁のホームページより

⑥心肺蘇生法を再開
⑦以後は、心電図の解析・電気
ショック・心肺蘇生法を２分
間おきに繰り返す
※音声が流れるので、それに
従って実施する
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浄化槽、あなたが管理の責任者

問い合わせ 
下水道課維持管理係 
�２９８－１１１１　内線８３７４ 

　前回に続き、市県民税についてお知らせします。
■市県民税の納付

　市県民税は、１月１日現在に住所を有する市町村から
課税されます。その後転出等をされた場合もその年度分
の市県民税は、１月１日現在に住所を有する市町村に納
付することになります。
　納付の方法には、納税者が市役所から送付された納税
通知書で直接納付する「普通徴収」と、事業所が納税者
の給料から差し引いて納付する「特別徴収」の方法があ
ります。
　普通徴収　年４回　１期（６月）・２期（８月）
　　　　　　　　　　３期（１０月）・４期（翌年１月）
　特別徴収　毎　月　（６月から翌年５月まで）
■市県民税の申告

　１月１日現在、那珂市に住所があるかたは、次に該
当する場合を除き、所得等の申告をしなければなりま
せん。
○申告しなくてよいかた

・前年中の収入が給与のみのかたで、その支払者が
「給与支払報告書（年末調整済）」を市に提出してい
るとき
・前年中の収入が公的年金のみのかた
・税務署に所得税の確定申告書を提出したかた
・那珂市に住所があるかたの扶養親族になっているか
たで、収入のなかったかた（市外のかたの扶養親族
になっているかたは、収入がなくても申告が必要です。）

（注１）　市県民税において、各種控除（扶養控除、医
療費控除等）を受けようとする場合は、上記
のかたでも申告が必要になります。

（注２）　収入がないかたでも、国民健康保険料の算定
や児童手当などの審査のため申告が必要な場
合があります。

（注３）　年金を２か所以上から支給されているかた
は、所得税の確定申告が必要な場合があります。

○申告期間

　毎年２月中旬から３月１５日まで、市役所で申告相談
の受付をします。日程および地区割については、毎年
１２月の広報なかおしらせ版に掲載します。

■問い合わせ／税務課市民税係

�２９８－１１１１　内線１６５・１６６

　浄化槽は、微生物の働きを利用して汚水を浄化する装置
です。
　浄化槽が正しく機能するためには、この微生物が活発に
活動できるような環境を整えてあげなければなりません。
そのためには、定期的に維持管理をすることが大切です。
このため保守点検と清掃を定期的に行うとともに、法定検
査を受けることが浄化槽法により設置者に義務づけられて
います。

■保守点検

　浄化槽が正しく働いていることを確認する点検です。
このとき、清掃時期の判断や消毒剤の補給も行います。
浄化槽の管理責任は各家庭にあり、自分で点検すること
も可能ですが、これは専門的な知識や技能が必要なた
め、県知事の登録を受けた専門業者に委託することをお
すすめします。
　点検は４か月に１回以上行い、その記録は３年間保管
してください。

■清掃

　浄化槽の中に汚泥がたまると、処理が不十分になり悪
臭の原因にもなります。年に１回以上、汚泥をくみ取
り、付属装置を洗浄することが必要です。この清掃は、
那珂市の許可を受けた浄化槽清掃業者が行うことになっ
ていますので、許可業者に委託してください。

■法定検査

　浄化槽の設置者または管理者は、設置状況や管理状況
について、次の法定検査を受けることが義務づけられて
います。この法定検査は、検査機関に申し込みを行い受
験してください。なお、この費用は有料となります。

　○浄化槽法第７条検査

浄化槽を設置し、使用開始後３～８か月に行う水質検
査で、県知事指定の（社）茨城県水質保全協会が行い
ます。点検料は設置の申請時に納めてありますので、
確認の上、必ず受けてください。

　○浄化槽法第１１条検査

毎年１回、嘱託採水員が採水した水を（社）茨城県水
質保全協会に送付して検査します。ただし、５年に１
度は協会職員が直接家庭を訪問して行います。
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■企画課広報係　�２９８－１１１１　内線４３３

　犯罪や非行の防止と、罪を犯した
人たちや非行をした少年たちの更生
について理解を深め、犯罪や非行の
ない明るい社会を築こうとする全国
的な運動である社会を明るくする運
動。小宅市長をはじめ保護司会と更
生保護女性会の皆さんが７月２日、
上菅谷駅、後台駅、瓜連駅で通勤・
通学されるかたがたに社会を明るく
する運動への協力を呼びかけまし
た。（写真左）
　第５７回目を迎える今年は「犯罪・
非行の防止と更生の援助のため、地

域住民の理解と参加を求める」を重
点目標として掲げ運動を展開。那珂
地区保護司会の薗部弘さん（福田）、
増子孝司さん（後台）、大曽根賀雄さ
ん（門部）が、長勢甚遠法務大臣の
メッセージを小宅市長に伝達しまし
た。（写真右・氏名は右から）
　地域の犯罪や非行を抑止する力を
養い、夢や希望を持ってお互いに支
え合い、安全で安心して暮らせる明
るい地域作りを進めるきっかけとな
るために、これからも社会を明るく
する運動を続けていきます。

　久慈川・那珂川の両河川で７月８
日、「久慈川・那珂川水系一斉クリー
ン作戦」が実施されました。このク
リーン作戦は、国土交通省常陸河川
国道事務所・茨城県・栃木県・各流
域市町村が協力して行う広域的な活
動。市内でも早朝から多くのかたが
たが堤防や河川敷に投棄された空き
缶や紙くず、ペットボトルなどのほ
か、不法投棄されたタイヤや家電な
どを回収しました。約１時間の作業
で合せて約１トンのごみを収集しま
した。

��������	
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久慈川・那珂川水系一斉クリーン作戦

　那珂市文化協会器楽・声楽部会が
主催する第６回なかふれあいコン
サートが７月８日、市総合センター
らぽーるで開催されました。さわや
かな歌声やメロディーが会場を包み
込み、来場者のかたがたは歌に合わ
せて口ずさんだり、拍手をしたりし
て、会場全体で音楽を楽しみました。
◆出演団体（順不同）

那珂すみれの会・コール道・ハーモ
ニカなか ’ ０１・女声コーラス風・
MAMORU・那珂混声合唱団・瓜連
琴桜会・那珂ハーモニー・雅韻会

��������	
第６回なかふれあいコンサート

　天候にも恵まれた７月７日、菅谷
保育所で七夕祭りが開催されまし
た。多くの家族連れが訪れた園庭で
は、オープニングに年長さんたちが
男の子は彦星に 扮 して「よさこい

ふん

ソーラン」を、女の子は織姫に扮し
てフラダンスを踊りました。ずっと
練習を重ねてきただけあって、暑い
中でも息の合った踊りが披露でき祭
りを盛り上げました。浴衣姿の先生
たちも登場し、みんなでつくった七
夕飾りに彩られたなかで出店や催し
物も楽しめた一夜でした。
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菅谷保育所七夕祭り

　本米崎小学校ボランティア委員会
が、県のさわやかマナーアップキャ
ンペーンとタイアップして、６月２０
日「缶太君救出大作戦」を展開しま
した。
　この作戦は、全校児童が保護者や
地域のかたと一緒に通学路に散乱す
る缶などを拾い集めるもので、地域
内の清掃に取り組んだ子どもたち
は、「自分たちの通学路がきれいに
なってよかったです」と、それぞれ
に作戦の成果を語り、地域の輪を広
げることにも成功しました。

��������	
本米崎小学校で通学路清掃活動

��������	
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第５７回社会を明るくする運動
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地域の話題や身近な行事などありましたら、次までおしらせください。

　数々の年中行事が姿を消しつつあ
る中、７月５日から１０日まで市歴史
民俗資料館で、願い事を短冊に託し
てみませんかと「七夕さま」を開催
しました。館内では七夕の由来や歴
史を紹介し、また、七夕飾りを持ち
帰って自宅で楽しめるようなコー
ナーを設置し、自由に飾り付けをし
ていただきました。期間中、中学生
交換交流で来日している姉妹都市
オークリッジ市の中学生たちが来館
し、華やかな七夕飾りに国際的な彩
りを添えました。
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市歴史民俗資料館「七夕さま」

　今年も恒例「ひらの夏まつり」が
７月２１日、平野コミュニティセン
ター広場で開催され、多くの家族連
れで賑わいました。
　子どもゲーム、演奏、踊り、大ビ
ンゴゲームなど、数多くのアトラク
ションが催されたほか、焼きそばや
かき氷などの模擬店も出店され、子
どもたちは楽しい時間を過ごしてい
ました。子どもから大人まで、平野
地区が一体となって作り上げた祭り
は、夜が更けるまで活気にあふれ、
交流と親睦を深めていました。
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ひらの夏まつりが開催

　第４回與澤幸夫作品展が７月２１日
から８月３日まで市立図書館展示
コーナーで開催されました。養護学
校卒業後、水彩アクリル画を勉強し
た與澤幸夫さん（本米崎）。足の親指
と人差し指で筆を動かして描いた阿
字ヶ浦や六角堂などの風景画のほか
静物画などこれまで描いた作品約２０
点を展示しました。会期の初日に訪
れた小宅市長ほか多くの支援者や来
館者のかたがたは、一筆一筆思いを
込めて描かれた力作にふれ、與澤さん
の絵の世界に引き込まれていました。
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第４回與澤幸夫作品展が市立図書館で開催

　那珂園芸チャレンジ農業実行委員
会が主催する第３回朝どりとうもろ
こし収穫体験ツアーが７月７日、戸
のほ場で実施されました。
　参加者は早速、枝葉を縫ってとう
もろこし「味来」を収穫。取りたて
のとうもろこしを生で試食したかた
は「甘くておいしい」と自然本来の
味を実感していました。また那珂
 南瓜 の収穫を体験した参加者は、農
かぼちゃ

業者のかたに栽培のコツを質問する
など、地元の農業を知る貴重な時間
を過ごしました。
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朝どりとうもろこし・那珂南瓜収穫体験

　７月１日に市総合センターらぽー
るで那珂市文化協会舞踊部会の主
催、おどり・ダンス発表会が開催さ
れました。日本舞踊や世界の民俗舞
踊をコマキ・フラ、千代寿会、大森
舞踊の会、博扇会、舞踊吉織会、千
峰の会、南緒乃会、うりづらランブ
会が披露し、フラダンスやよさこい
ソーランなどの仲間と息を合わせて
力強くも可憐に踊る「動」と、日本
舞踊の細かい仕草の表現力で情緒豊
かに舞う「静」が交互に広がり、会
場全体を艶やかに包み込みました。
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おどり・ダンス発表会を開催

　体力を養うとともに、新鮮な空気
と自然を体感しましょうと６月２０
日、栃木県日光市の湯の湖から小田
代ヶ原、竜頭の滝へと続く約１１キロ
メートルのコースを歩く、市民歩く
会が開催されました。今回は市民の
皆さん９８人が参加し、高原の 爽 やか

さわ

な空気に包まれてシラカバやカラマ
ツの林を歩き、途中、美しく咲いて
いるレンゲツツジを見たり、遠くの
山並みを眺めたり、すばらしい景観
やおいしい空気に癒されながら日光
の自然を満喫しました。

��������	
第１９回市民歩く会（日光）
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・その他、上記に準ずるもので善行青少
年としてたたえることが適当なもの

報告期限／平成２０年１月３１日（木）
推薦の要領／

電話またはFAXで、善行のあった青少
年の氏名、善行の内容、推薦者氏名、
電話番号を次までご連絡ください。
報告・問い合わせ／

市生涯学習課青少年係（瓜連支所）

青少年育成那珂市民会議事務局

�２９８－１１１１　内線８２８３　FAX２９６－３１７７

　市総合センターらぽーる２階（ト
レーニングルーム）で、ストレッチや
いろいろな機械を使って健康づくりを
してみませんか。インストラクターを
配置して皆様のお手伝いをしますの
で、ぜひご利用ください。
開設日／毎週木曜日　１３：００～１５：００

毎週土曜日　９：００～１１：００
※１１月２９日（木）まで

場　所／市総合センターらぽーる
利用料／上記の時間帯は３００円

� 国保ミニ情報  �

○那珂市国保の加入者数　２１，１６７人

　（平成１９年６月末現在・
 前月比６人減少）
○那珂市国保が医療費の一部として

支払った金額　２億７，１６９万円

　（平成１９年６月・
 前月比６１２万円減少）
※皆さんの日頃の健康づくり、病気予
防の心がけが医療費の増加、ひいて
は国保税の増額を抑えることにつな
がります。ご協力をお願いします。

� 人の動き �

那珂市の人口（７月１日現在）

※（　）内は前月比
　男　　　２７，８１４人 （－１０）
　女　　　２８，６２５人 　（－６）
　計　　　５６，４３９人 （－１６）
世帯数　　２０，０８４世帯 （＋８）

○出生　３６人
○死亡　４３人

（６月１～３０日）

らぽーる健康教室を
開設しています

� 今月の納税  �

○市県民税（普通徴収） ２期

○国民健康保険税 ２期

○介護保険料（普通徴収） ３期

納期限：８月３１日

■市税の納付は口座振替で

　市税の納付には、便利で確実
な口座振替制度がありますの
で、どうぞご利用ください。
　詳細については、下記までお
問い合わせください。
問い合わせ／市税務課収納推進

室　�２９８－１１１１　内線１６７

６月１５日～７月１４日（敬称略）

ご協力ありがとうございます
善 意 銀 行 へ

カトリック那珂教会 ２０，０００円
須藤正秀・幸恵 ３０，０００円
切手・テレカボランティアポピー
 １１，０００円
匿名 １０，９７５円
ぴっぴお話の会　南波哲龍
 ２，２６９円

※善意銀行の寄付は、那珂市社会
福祉協議会でお受けしています。
 �２９８－８８８１

受　付／らぽーる１階窓口
※予約は必要ありません。直接ご来館
ください。何回でも参加できます。

※教室開催時は、一般の利用者・料金
および時間が制限されます。

問い合わせ／

市生涯学習課スポーツ振興室体育係

（那珂総合公園内）　�２９７－００７７

放射性物質の漏えい事故による汚染について
市から原子力科学研究所へ厳重注意

　６月２６日に東海村の日本原子力
研究開発機構原子力科学研究所内
の地下にある共同溝において、過
去の放射性物質漏えい事故による
ものと思われる汚染が確認されま
した。結果的に汚染が長期間にわ
たって放置されていたということ

を市としても重く受け止め７月６日、小宅市長が原子力科学研究所の担当
者へ遺憾の意を表すとともに、厳重注意の文書を手渡しました。
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■市役所の電話番号

　�２９８－１１１１（代表）
■ホームページ URL

　http://www.city.naka.lg.jp
■メールアドレス

　kikaku@city.naka.lg.jp
■おしらせ版

市では、「広報なか」のほかに、
「おしらせ版」（月３回（ただし、
５月、８月、１月は月２回））を発
行しています。このコーナーでは
その一部を掲載していますが、
「おしらせ版」も併せてご覧くだ
さい。

日時／９月１１日（火）　１３：００～１７：００
９月２５日（火）　１３：００～１６：００

場所／市役所（本庁）１階市民相談室
相談員／弁護士
　※事前に予約が必要です。
申し込み・問い合わせ／市秘書課市民

相談室　�２９８－１１１１　内線１１８

日時／９月２０日（木）※受付は先着順
　　　１０：００～１５：００（昼休みを除く）
場所／市役所（本庁）５階会議室
開設相談／

○行政相談
国の行政機関などが行っている仕事
についての苦情や意見・要望

○人権相談
人権を侵害されている問題や家庭内
のもめごとなど

相談員／行政相談委員、人権擁護委員
問い合わせ／市秘書課市民相談室

�２９８－１１１１　内線１１８

日時／９月５日（水）、１２日（水）、１９日
（水）、２６日（水）
９：００～１５：００

場所・問い合わせ／

那珂市社会福祉協議会（市総合保健福

祉センター「ひだまり」内）

�２９８－８８８１

日時／９月２１日（金）　９：３０～１１：３０
※前日までにご予約ください。
※定員は２１組です。

場所／

市総合保健福祉センター「ひだまり」
対象者／２歳～就学前のお子さん
内容／歯垢染め出し・歯科衛生士によ

るブラッシング指導・歯に関す
る相談

持ってくるもの／

歯ブラシ（現在使用しているもの）、
コップ、タオル１枚、洗濯バサミ１個、
母子健康手帳
費用／無料
申し込み・問い合わせ／

市総合保健福祉センター「ひだまり」

健康推進課母子保健係　�２７０－８０７１

　青少年育成那珂市民会議では、「よい
行いをたたえる運動」の一環として、
青少年の善意や親切心を育み、広く社
会や市民に広めることを目的に、毎
年、善行のあった青少年を表彰してい
ます。活動にあたり、当会議では、で
きるだけ多くの青少年に善行賞の趣旨
を知っていただき、また、社会活動の
励みとしていただくため、よい行いを
実践している青少年をさがしていま
す。地域サイドから、市民サイドか
ら、幅広いご推薦をお願いします。
青少年の定義／小学校就学の始期から
１８歳に達するまでのかた
善行の基準／

・大変困っている人を助けたり、人の
生命や財産を危険から守ったりした
もの
・積極的継続的に奉仕活動を行い、地
域の人たちの感謝の的となっている
もの
・小さな善行でも絶えず繰り返し、地
域の人たちの感謝の的となっている
もの
・公共物を常に大切にし、多くの人た
ちの模範となっているもの
・動植物を常に愛し、多くの人たちの
模範となっているもの

��������
法律相談

��������

２日　諸岡医院 （瓜連）
�２９６－１１２３

９日　塙内科消化器科 （後台）
�２９５－２１１０

１６日　慶和病院 （鴻巣）
�２９５－５１２１

１７日　小野瀬医院 （後台）
�２９５－２２２１

２３日　はなわ内科クリニック （後台）
�２９８－２５２６

２４日　那珂記念クリニック （中台）
�３５３－２８００

３０日　鈴木呼吸器科内科 （中台）
�３５３－２８１１

■診療時間／９：００～１１：３０
※往診はしません。
※保険証は必ず持参してください。
※診療時間外は、茨城県救急医療情
報コントロールセンター（県メ
ディカルセンター内）へお問い合
わせください。 �２４１－４１９９

よい行いを実践している青少年
推薦のお願い

行政・人権相談を開設します

こども歯科相談のおしらせ

心配ごと相談



１４

■市立図書館へ行こう！
　●新着図書のご案内

����

■���������������
●開館時間
平日　　　　　　　９：３０～１９：００
土・日曜日、祝日　９：３０～１７：００

��������	
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父・智之さん　母・千鶴さん
８月１１日生まれ（鴻巣）

父・哲也さん　母・能子さん
８月２５日生まれ（門部）

父・勝美さん　母・英子さん
８月３１日生まれ（菅谷）

の
び
の
び
と

健
や
か
に
育
っ
て
ね

健
康
で

や
さ
し
い
子
に
育
っ
て
ね

心
も
体
も

大
き
く
な
っ
て
ね

��������� ��

はる き

������
ひょう

��� ��

ご

��������� ��

たつ き

������
町に越してきた少年は、粘土細工が
上手く気味の悪い奴だった。
クレイと名付けた人形に生命を与え
る儀式を手伝ってしまったぼく。
それが本当に動くなんて思いもよら
ず……。英児童文学最高の書き手の
ひとり、D・アーモンド最新作。
（河出書房新社ホームページより）
デイヴィッド・アーモンド 著
金原瑞人 訳／河出書房新社

����������������
この物語は全ての物語の続編だ。暴
走する世界、疾走する少年と少女。
３人のハルよ、世界を乗っ取れ！
乱暴で純粋な人間たちの圧倒的な現
在を描いた、古川日出男の最高傑
作。
（河出書房新社ホームページより）
古川日出男／河出書房新社

���������	

【一般図書】
●「長く冷たい眠り」北川歩実／徳間書店
●「剣豪たちの関ヶ原」鳥羽亮／徳間書店
●「クロスカウンター」井上尚登／光文社
●「逆髪」澤田ふじ子／光文社
●「ミサイルマン」平山夢明／光文社
●「ちんぷんかん」畠中恵／新潮社
●「露の玉垣」乙川優三郎／新潮社
●「ロック母」角田光代／講談社
●「べろなし」渡辺球／講談社
●「永遠のとなり」白石一文／文藝春秋
●「パライゾの寺」坂東眞砂子／文藝春秋
●「学校のセンセイ」
 飛鳥井千砂／ポプラ社
●「クレィドゥ・ザ・スカイ」
 森博嗣／中央公論新社　ほか

※２６日～１０月２日蔵書点検に伴い休館

����������������
８月 August ９月 September

休館日

土金木水火月日

１
８７６５４３２
１５１４１３１２１１１０９
２２２１２０１９１８１７１６
２９２８２７２６２５２４２３

３０

土金木水火月日

４３２１
１１１０９８７６５
１８１７１６１５１４１３１２
２５２４２３２２２１２０１９

３１３０２９２８２７２６
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後
台 

里
見　
　

夢
果 

慎
一

菅
谷 

小
堀　
　

芙
束 

光
彦

菅
谷 

佐
藤　
　

愛
莉 

康
行

菅
谷 

宮
川　
　

陽
輝 

清
一

豊
喰 

冨
田　
　

万
翠 

洋
徳

鴻
巣 

長
谷
川　

煌
英 

竜
司

古
徳 

吉
村　
　

駿
汰 

勉

額
田
南
郷 

小
林　
　

優
花 

和
仁

戸
崎 

川
崎　
　

漸 

恒
太
郎

南
酒
出 

稲
田　
　

奈
々
子 

美
昭

中
里 

鈴
木　
　

梨
央
奈 

潤

津
田 

高
星　
　

洸
希 

範
秀

住
所　
　
　

氏
名　
　
　
　
　
　
　

年
齢

門
部 

勝
山　
　

典
江 

　

歳
３７

瓜
連 

根
本　
　

ト
シ
子 

　

歳
７７

堤 

田
所　
　

�
子 

　

歳
９０

飯
田 

鈴
木　
　

義
文 

　

歳
９２

静 

眞
�　
　

瑞
� 

　

歳
５４

瓜
連 

川
�　
　

き
み
子 

　

歳
８２

福
田 

溝
井　
　

由
夫 

　

歳
７５

古
徳 

寺
門　
　

は
つ 

　

歳
８９

■材料　４人分
豚ヒレ肉 ………………２８０ｇ　　　　　　
（１人分：１cm厚さ３枚程度）
エリンギ ………………２００ｇ　　　　　　
さやえんどう …………４０ｇ　　　　　　
塩 ………………………少々　　　　　　
コショウ ………………少々　　　　　　
オイスターソース ……２０ｇ　　　　　　
顆粒スープの素 ………６ｇ　　　　　　
豆板醤 …………………２ｇ　　　　　　
ごま油 …………………小さじ１／２　　
水 ……………………… ４００cc　　　　　　
片栗粉 …………………小さじ２　　　　
油 ………………………大さじ１弱　　　

■作り方
①豚肉は厚さ１cmに切り、塩・コショウを
ふっておく。
②エリンギを食べやすい大きさに切り、筋
を取ったさやえんどうは横半分に切る。
③Ａを煮立て、エリンギとさやえんどうを
加えて１～２分煮る。倍量の水で溶いた
片栗粉をまわし入れ、とろみをつける。
④フライパンに油を熱し、①の豚肉を中火
で２分、裏返して２分、弱火にして１～
２分焼いて、中まで火を通す。
⑤焼きあがった豚肉を器に盛り、③の辛み
あんをかける。

����

ヘルスメイトさんが作る健康料理�
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福
田 

�
橋　
　

武 

　

歳
８７

南
酒
出 

森
田　
　

操 

　

歳
８５

豊
喰 

上
金　
　

と
め 

　

歳
９９

平
野 

宮
部　
　

進 

　

歳
５５

横
堀 

清
水　
　

ま
つ
の 

　

歳
８９

菅
谷 

入
江　
　

忍 

　

歳
３３

菅
谷 

小
余
塚　

勝
範 

　

歳
６５

額
田
北
郷 

浅
野　
　

み
よ 

　

歳
８３

横
堀 

山
崎　
　

ふ
み 

　

歳
８３

菅
谷 

木
口　
　

き
く
江 

　

歳
８１

戸 

上
野　
　

猛 

　

歳
５８

菅
谷 

秋
山　
　

信 

　

歳
８９

福
田 

�
野　
　

和
子 

　

歳
７５

鴻
巣 

細
谷　
　

英
昭 

　

歳
５３

本
米
崎 

武
藤　
　

利
雄 

　

歳
７２

瓜
連 

金
長　
　

直
馬 

　

歳
６５

菅
谷 

軍
司　
　

一
男 

　

歳
６３

菅
谷 

軍
司　
　

馨 

　

歳
７８

西
木
倉 

植
田　
　

信
男 

　

歳
８８

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
市
民
の
皆
様
か
ら

届
出
が
あ
っ
た
も
の
の
う
ち
、
掲
載
を

希
望
さ
れ
た
か
た
の
み
掲
載
し
て
い
ま

す
。

�
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�
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住
所　
　
　

出
生
児
氏
名　
　
　

届
出
人

豊
喰 

田
中　
　

あ
す
み 

友
和

瓜
連 

萩
野
谷　

彩
羅 

智
通

菅
谷 

吽
野　
　

な
な
み 

高
仁

菅
谷 

土
田　
　

瑞
樹 

和
男

菅
谷 

角
田　
　

彩
夏 

将
彦

飯
田 

細
谷　
　

舞 

智
行

額
田
北
郷 

佐
久
間　

遥
史 

浩

瓜
連 

高
畑　
　

光
汰 

裕
介

杉 

青
木　
　

姫
那 

直
樹

額
田
南
郷 

海
野　
　

知
佳 

浩
安

菅
谷 

佐
藤　
　

稀
咲 

圭
一

菅
谷 

加
藤　
　

優
弥 

正
文

菅
谷 

濱
田　
　

龍
音 

匡
美

菅
谷 

塙　
　
　

和
真 

広
行

菅
谷 

青
木　
　

悠
晟 

敏
行

菅
谷 

冨
松　
　

勇
俐 

浩
二
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�
�
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茨
城
県
で
は
、
県
民
だ
れ
も
が
認
知
症

に
つ
い
て
理
解
し
、
認
知
症
高
齢
者
お
よ

び
そ
の
介
護
家
族
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま

す
。

　
「
認
知
症
」
と
は
、
脳
に
何
ら
か
の
原
因

で
障
害
が
起
き
、
脳
の
機
能
が
低
下
す
る

こ
と
で
す
。
も
の
忘
れ
や
判
断
力
低
下
な

ど
、
日
常
生
活
が
う
ま
く
行
え
な
く
な
る

状
態
を
い
い
ま
す
。
こ
の
原
因
は
、「
脳
の

病
気
」
で
だ
れ
に
で
も
起
こ
り
う
る
も
の

で
す
。
認
知
症
の
人
は
、
他
人
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
り
に
く
く
な
る

こ
と
か
ら
、
暴
力
や 
徘  
徊 
な
ど
、
と
か
く

は
い 
か
い

ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
し
が
ち
で
す
が
、
周
囲

の
人
々
が
本
人
の
気
持
ち
を
理
解
し

ち
ょ
っ
と
し
た
手
助
け
を
す
る
だ
け
で
落

ち
着
い
た
生
活
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。
認
知
症
の
人
と
そ
の
家
族
を
地
域

で
支
え
合
う
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ

う
。
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■メタボリックシンドロームを防ぐにはま
ず食事内容と体重管理が大切です。
　身長（ｍ）×身長（ｍ）×２２＝適正体重です

那珂市食生活改善推進員
連絡協議会那珂支部

額田北郷（成人食部会）

宮崎あさ子さん

Ａ



１６

域
社
会
に
還
元

を
」
を
持
論
と
し

て
い
る
海
野
義

昌
さ
ん
が
、
妻
・
昌
子
さ
ん
と
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
栽
培
を
始
め
ら
れ
た

の
は
７
年
前
。
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
栽

培
に
は
大
型
機
械
を
必
要
と
し
な

い
こ
と
、
栽
培
で
き
る
農
地
が

あ
っ
た
こ
と
、
周
囲
で
あ
ま
り
見

か
け
な
い
こ
と
、
そ
し
て
、
皆
さ

ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
も
の
と
し

て
、「
定
年
後
の
楽
し
み
に
」
と
次

男
の
勧
め
で
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
は
ツ
ツ
ジ
科
に

分
類
さ
れ
、
小
果
樹
で
、
そ
の
果

実
が
濃
い
青
紫
色
に
熟
す
こ
と
か

ら
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
（B

lueberry

）

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
最
近
で
は

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
に
含
ま
れ
る
ア
ン

ト
シ
ア
ニ
ン
色
素
が
、
人
間
の
眼

に
良
い
効
果
が
あ
る
こ
と
で
知
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
ほ
か
に
も
、
食

物
繊
維
が
多
い
こ
と
や
、
ガ
ン
や

脳
卒
中
に
関
与
し
て
い
る
と
い
わ

れ
る
活
性
酸
素
を
抑
え
る
働
き

（
抗
酸
化
作
用
）な
ど
も
あ
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

「
地

園
し
た
大
勢
の
か
た
と
の
交
流
が

生
ま
れ
、
あ
る
同
年
代
の
か
た
は

海
野
さ
ん
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
園
を

見
て
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
栽
培
を
始

め
る
原
動
力
と
な
り
希
望
を
持
つ

こ
と
が
で
き
た
そ
う
で
す
。

　

海
野
さ
ん
夫
妻
は
「
来
園
す
る

か
た
に
一
層
喜
ば
れ
る
よ
う
、
よ

り
完
成
度
の
高
い
農
園
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
自
分
の
時
間
は
削
ら

れ
ま
す
が
、
二
人
と
も
元
気
で
働

い
て
い
ら
れ
る
こ
と
が
幸
せ
で
す

し
、
大
勢
の
人
と
交
流
で
き
る
こ

と
が
楽
し
い
の
で
疲
れ
ま
せ
ん
。

私
た
ち
の
生
き
が
い
で
す
ね
」と
、

笑
顔
で
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
収
穫
時
期
は
６
月
下
旬
か
ら

７
月
、
８
月
か
ら
９
月
初
旬
の
２

回
。
海
野
さ
ん
は
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

と
と
も
に
地
域
を
越
え
た
交
流
の

輪
も
大
き
く
実
ら
せ
て
い
ま
す
。

　

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
栽
培
は
比
較

的
簡
単
で
家
庭
果
樹
と
し
て
も
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
義
昌
さ
ん

は
研
究
熱
心
な
性
格
も
あ
っ
て
、

つ
く
ば
市
で
先
駆
的
な
栽
培
者
と

し
て
知
ら
れ
て
い
る
鈴
木
農
園

で
、
せ
ん
定
や
施
肥
な
ど
栽
培
方

法
を
習
得
。
そ
の
後
、
約
２
０
０

０
平
方
メ
ー
ト
ル
の
畑
を
栽
培
に

適
し
た
土
壌
作
り
か
ら
始
め
、　
１７

種
１
７
０
株
を
本
格
的
な
栽
培
で

昌
子
さ
ん
と
二
人
三
脚
で
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　

海
野
さ
ん
の
育
て
る
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
は
殺
虫
剤
や
除
草
剤
な
ど
は

一
切
使
わ
な
い
無
農
薬
栽
培
。
害

虫
の
駆
除
や
草
刈
り
を
手
作
業
で

行
い
、
愛
情
を
込
め
て
育
て
た
果

実
は
大
き
く
甘
い
の
が
特
徴
で

す
。
無
農
薬
で
育
て
る
こ
と
に
つ

い
て
海
野
さ
ん
は
、「
無
農
薬
栽
培

は
当
然
の
感
覚
で
し
た
の
で
特
別

な
意
識
は
あ
り
ま
せ
ん
ね
。
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
は
皮
が
薄
い
の
で
洗

う
こ
と
も
難
し
い
で
す
し
、
そ
の

ま
ま
摘
み
取
っ
て
食
べ
ら
れ
る
の

が
一
番
で
す
か
ら
」「
食
品
の
安
全

性
に
つ
い
て
騒
が
れ
る
中
「
子
ど

も
に
も
ぜ
ひ
食
べ
さ
せ
た
い
」と
、

皆
さ
ん
に
と
て
も
喜
ば
れ
て
い
ま

す
」
と
、
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

収
穫
で
き
た
の
は
４
年
前
。
地

域
の
か
た
に
、
取
れ
た
果
実
、

ジ
ャ
ム
や
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
酒
を
ふ

る
ま
っ
た
と
こ
ろ
、
口
コ
ミ
で
各

地
の
農
園
を
食
べ
歩
い
て
い
る
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
フ
ァ
ン
の
間
で
評
判

と
な
っ
た
そ
う
で
す
。
栽
培
を
始

め
た
当
初
、
観
光
農
園
ま
で
考
え

て
い
な
か
っ
た
と
い
う
海
野
さ
ん

は
、
昨
年
こ
ろ
か
ら
「
譲
っ
て
く

だ
さ
い
」
と
市
外
か
ら
も
多
く
の

問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
こ
と
も

あ
っ
て
、「
私
た
ち
で
は
摘
み
き
れ

ず
、
熟
し
た
実
は
落
ち
て
し
ま
い

も
っ
た
い
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
皆
さ
ん
に
自
由
に
摘
ん
で
食

べ
て
も
ら
っ
た
方
が
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
に
と
っ
て
幸
せ
で
す
よ
」と
、

今
年
か
ら
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
園
と
し

て
一
般
の
か
た
に
開
放
を
始
め
ま

し
た
。
現
在
で
は
、
多
く
の
か
た

が
海
野
さ
ん
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を

求
め
て
摘
み
に
訪
れ
、「
ま
た
来
年

も
来
ま
す
。
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
」
と
、
フ
ァ
ン
が
増
え
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の

食
べ
方
や
栽
培
の
コ
ツ
な
ど
、
来

第����回 
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ひら かた

中村真治さん／菅谷

　

大
阪
と
京
都
の
ほ
ぼ
中
間
に
位

置
し
、
東
側
に
は
奈
良
県
と
も
境

を
な
す
枚
方
市
が
私
の
古
里
で
す
。

　

枚
方
市
に
は
、
銀
河
（
天
の
川
）

に
ま
つ
わ
る
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
伝

説
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
市
内

を
流
れ
る
「
天
野
川
」
の
由
来
は

川
砂
が
白
く
光
っ
て
見
え
る
と
こ

ろ
か
ら
天
上
の
銀
河
に
な
ぞ
ら
れ

た
と
さ
れ
て
お
り
、
最
近
で
は
天

野
川
遊
歩
道
が
出
会
い
と
結
婚
を

象
徴
す
る
場
所
と
し
て
「
恋
人
の

聖
地
」に
選
ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

七
夕
や
星
に
ま
つ
わ
る
地
名
も
枚

方
に
は
数
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
が
住
ん
で
い
た
と
こ
ろ
は
枚

方
の
市
街
地
か
ら
は
ず
れ
た
と
こ

ろ
で
、
自
然
が
い
っ
ぱ
い
の
田
園

風
景
が
広
が
る
場
所
だ
っ
た
た

め
、
小
学
生
時
代
は
学
校
の
帰
り

に
田
ん
ぼ
の
あ
ぜ
道
を
通
り
な
が

ら
友
人
と
虫
を
捕
ま
え
た
り
、
冬

は
、
稲
を
刈
っ
た
田
ん
ぼ
で
日
が

暮
れ
る
ま
で
野
球
や
ド
ッ
ヂ
ボ
ー

ル
、
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
を
楽
し
み
ま

し
た
。

　

ま
た
、
毎
年
夏
休
み
の
終
わ
り

こ
ろ
に
枚
方
ま
つ
り
（
現
在
は
枚

方
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
）
が
あ
り
、

ま
つ
り
最
後
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

淀
川
の
河
川
敷
で
開
催
さ
れ
る
花

火
大
会
を
家
族
と
見
に
行
っ
た
思

い
出
が
と
て
も
印
象
に
残
っ
て
い

ま
す
。

　

関
西
な
ら
で
は
の
思
い
出
と
し

て
は
「
た
こ
焼
き
」
で
す
。
皆
さ

ん
に
よ
く
聞
か
れ
る
よ
う
に
一
家

に
一
台
「
た
こ
焼
き
器
」
が
あ
り
、

私
の
家
で
も
母
が
粘
り
を
出
す
た

め
に
山
芋
を
入
れ
て
作
っ
た
た
こ

焼
き
は
、
ほ
か
の
家
と
は
違
う
味

で
楽
し
み
に
し
て
食
べ
て
い
ま
し

た
。

　

那
珂
市
に
来
て
か
ら
４
年
が
た

ち
ま
す
が
、
大
阪
と
比
べ
、
食
べ

物
で
い
う
と
海
産
物
が
お
い
し
い

の
一
言
。
関
西
か
ら
来
た
か
た
と

会
う
機
会
も
あ
り
、
聞
く
と
皆
口

を
そ
ろ
え
て
言
い
ま
す
。
古
里
枚

方
も
負
け
て
は
い
ま
せ
ん
が
、
海

産
物
大
好
き
な
私
に
と
っ
て
は
那

珂
市
の
思
い
出
も
増
え
て
い
き
そ

う
で
す
。

�

■ふるさと一口メモ
大阪府北東部の京都・奈良の府県境
に位置する枚方市。
江戸と京を結ぶ東海道は、一般的に
は五十三次として知られています
が、実際には伏見・淀・枚方・守口
の宿場４か所を含む五十七次で江戸
から大阪を結ぶ街道でした。しか
し、京、大阪を結ぶ区間は別の街道
名で呼ばれていたことや、安藤広
重、十返舎一九の作品で五十三次の
呼称が広まりました。当時枚方は枚
方宿として栄えましたが、現在でも
至る所に宿場町枚方の面影を残して
います。人口約４１万人。

「
対
岸
」
の
文
字
の
迫
力
夏
近
し 

宇
佐
美　

和　

子

田
植
待
つ
畔
し
つ
か
り
と
塗
ら
れ
け
り 

大　

森　
　
　

滿

椎
若
葉
威
風
堂
々
新
鳥
居 

海　

後　
　
　

甫

も
て
な
し
の
手
摘
の
新
茶
香
り
立
つ 

雨　

宮　

文　

枝

肩
の
荷
の
下
り
て
や
さ
し
き
夕
桜 

高　

野　

祝　

子

青
田
風
呼
ぶ
大
座
敷
開
け
放
ち 

筒　

井　

か
よ
子

雨
に
耐
へ
雨
の
重
さ
の
白
薔
薇 

浅　

野　

と
し
子

水
張
田
夕
陽
を
深
く
沈
め
け
り 

袴　

塚　

和　

子

春
月
を
地
上
に
落
し
水
張
田 

藤　

岡　

み
ち
子

野
い
ち
ご
や
遠
き
思
ひ
出
語
り
食
む 

益　

子　

春　

子

揚
雲
雀
一
声
高
く
空
に
消
ゆ 

溝　

井　

章　

恵

花
筏
戻
す
術
な
き
悔
い
く
つ 

武　

藤　

や
よ
ひ

マ
イ
カ
ー
を
止
め
て
田
植
機
横
断
す 

草　

野　
　
　

豊

【俳　句】あせび句会　小橋末吉選

【短　歌】 白鳥 短歌会
くぐひ

賑
や
か
に
炉
端
を
囲
み
夕
飯
を
食
み
し
日
思
ふ
老
い
の
独
り
居 

井　

坂　

光　

位

高
原
の
青
葉
の
蔭
に
憩
い
た
る
茨
城
同
士
の
方
言
弾
む 

大　

森　
　
　

満

百
を
超
す 
鵠 
く
ぐ
ひ

の
去
り
し
広
や
か
な
沼
の 
片
方 
に 
鳰 
の
戯
る 

加　

藤　
　
　

要

か
た
へ 

に
ほ

水
玉
を
銀
に
こ
ろ
が
す 
蓮 

は
ち
す

葉
は
並
べ
て
幼
し 
水
面 
を
這
い
て 

草　

野　
　
　

豊

み
の
も

「
チ
ョ
ロ
チ
ョ
ロ
」
と
田
に
引
か
れ
い
る
清
流
に 
蝌
蚪 
が
尾
を
振
り
消
え
る

お
た
ま
じ
ゃ
く
し

 

中　

崎　

美
登
利

ミ
リ
ほ
ど
の
い
の
ち
に 
髭 
と 
肢 
生
え
て
青
き
虫
の
子
未
だ
名
の
無
し 

中
井
川　

胤　

文

ひ
げ 

あ
し

大阪府

枚方市

▲



 

古紙配合率100％再生紙と大豆油インキを使用しています。 

　「
か
た
ち
に
残
る
仕
事
が
し
た
い
」「
技

術
を
身
に
つ
け
た
い
」
そ
ん
な
思
い
を
胸

に
、
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
に
な
っ
て
今
年
で
４

年
目
。
現
在
は
主
に
人
事
給
与
に
か
か
わ

る
シ
ス
テ
ム
を
担
当
し
て
い
ま
す
。 

　
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
は
、
技
術
は
も
と
よ
り
、

使
い
手
の
意
図
を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
、

そ
し
て
シ
ス
テ
ム
の
業
務
を
理
解
し
自
分

で
考
え
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
教
わ
っ

て
き
ま
し
た
。
４
年
目
と
は
い
え
、
ま
だ

ま
だ
足
り
な
い
部
分
が
多
い
の
が
現
状
で

す
。
仕
事
場
に
は
、
い
ろ
ん
な
人
が
い
て
、

い
ろ
い
ろ
助
け
ら
れ
て
、
そ
の
お
か
げ
で

こ
こ
ま
で
頑
張
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
周
り
に
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ

ず
に
、
日
々
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
自
分
が
助
け
ら
れ
た
よ
う
に
、
自

分
も
だ
れ
か
を
助
け
ら
れ
る
よ
う
に
。 

　
な
ぜ
か
毎
年
夏
は
忙
し
く
仕
事
を
し
て

い
ま
す
。
せ
め
て
一
回
く
ら
い
、
浴
衣
を

着
て
花
火
大
会
に
行
き
た
い
な
、
と
い
う

の
が
今
年
の
夏
の
小
さ
な
目
標
で
す
。 

　国際親善姉妹都市・オークリッジ
市から来日した中学生と先生が７月
１１日、ふれあいセンターよこぼりで書
道や茶道などの日本文化を体験しま
した。書道では「友」の文字を、
初めて握る筆で緊張しながら一筆一

筆丁寧に書き上げました。茶道では、
お茶の苦味に少々驚きながらも、静
かな趣を肌で感じました。また着物に
着替えると、普段と違う姿に自然と笑
みがこぼれ、日本文化にふれあう思
い出の一つを刻みました。 

●国際親善姉妹都市オークリッジ市の中学生が日本文化を体験 

感謝の気持ちを持って仕事を 

秋山奈津子さん 
下江戸　２５歳 

3131

菅谷西小学校　２年　川又佑哉さん 

芳野幼稚園 
たかのつぐみちゃん（５歳） 

ザリガニつりにいったよ。つよ
そうなザリガニがつれたよ！ 

みんなでザリガニとりをしまし
た。おおきなザリガニをみつけ
てとてもうれしかったです。 

戸多幼稚園 
こあくつゆうすけくん（５歳） 

菅谷西小学校　６年　高橋正悟さん 菅谷西小学校　４年　川嶋里歩さん 

印刷／いばらき印刷株式会社 




